
沖
積
層
は
長
峡
川
と
下
田
川
沿
い
の
低
地
に
広
く
分
布
す
る
。
沖
積
世

（
一
万
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の
後
氷
期
）
の
温
暖
化
期
に
生
じ
た
縄
文
海
進

の
海
域
は
、
行
橋
市
の
下
検
地
付
近
ま
で
し
か
侵
入
し
て
お
ら
ず
、
勝
山

付
近
の
沖
積
低
地
は
直
接
に
は
海
進
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
（
注
�千
田
、

一
九
八
四
）。
し
か
し
一
部
の
沖
積
低
地
の
地
下
で
は
基
盤
ま
で
に
一
〇

㍍
以
上
に
達
す
る
第
四
紀
層
を
挟
む
こ
と
も
あ
り
、
沖
積
層
の
下
に
泉
層

以
下
の
第
四
紀
層
が
埋
没
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

二

勝
山
町
の
地
形
の
特
徴

勝
山
町
は
北
部
を
竜
ヶ
鼻
か
ら
塔
ヶ
峰
に
い
た
る
貫
山
地
、
西
部
を

竜
ヶ
鼻
か
ら
障
子
ヶ
岳
を
経
て
飯
岳
山
（
大
坂
山
）
に
至
る
福
智
山
地
東

部
の
山
塊
、
南
部
を
飯
岳
山
か
ら
御
所
ヶ
岳
へ
連
な
る
御
所
ヶ
岳
山
塊
に

囲
ま
れ
て
い
る
が
、
東
部
は
長
峡
川
と
今
川
な
ど
の
形
成
し
た
台
地
と
低

地
が
広
が
り
、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
状
の
地
形
を
呈
す
る
。
ま

た
、
町
域
中
北
部
に
は
、
観
音
山
塊
が
張
り
出
す
た
め
、
こ
の
山
塊
よ
り

西
側
は
四
方
を
山
地
に
囲
ま
れ
た
よ
う
に
見
え
、
典
型
的
な
盆
地
状
の
地

形
を
示
す
。

町
域
の
北
端
部
か
ら
西
部
に
か
け
て
囲
む
山
地
の
高
度
は
、
海
抜
高
度

五
〇
〇
㍍
前
後
で
あ
り
、
町
内
の
最
高
地
点
の
竜
ヶ
鼻
で
も
六
八
〇
㍍
で

あ
る
。
こ
の
山
地
の
高
度
は
必
ず
し
も
大
き
く
は
な
い
が
、
石
灰
岩
や
三

郡
変
成
岩
か
ら
な
る
山
腹
は
、
平
均
傾
斜
で
三
〇
度
を
超
え
て
お
り
、
福

岡
県
内
で
は
有
数
の
急
峻
な
斜
面
を
構
成
す
る
。

花
崗
岩
類
の
山
塊
で
あ
る
観
音
山
塊
は
、
高
度
で
は
二
〇
〇
㍍
を
超
え

る
小
山
塊
で
、
町
域
を
二
分
す
る
よ
う
に
聳
え
て
い
る
が
、
平
均
傾
斜
は

三
〇
度
に
満
た
な
い
。
観
音
山
塊
や
障
子
ヶ
岳
周
辺
の
福
智
山
地
東
側
斜

面
の
よ
う
に
花
崗
岩
類
が
分
布
す
る
地
域
は
傾
斜
が
緩
く
、
こ
こ
に
は
崩

壊
し
た
花
崗
岩
類
の
転
石
や
土
石
流
堆
積
物
が
谷
間
を
埋
め
て
い
る
。

花
崗
岩
類
は
風
化
浸
食
さ
れ
や
す
い
岩
石
で
あ
る
。
こ
の
た
め
花
崗
岩

の
分
布
地
域
に
浸
食
作
用
に
よ
っ
て
盆
地
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

勝
山
町
の
北
東
部
で
は
、
花
崗
岩
類
の
浸
食
が
進
み
、
地
表
の
起
伏
数
十

㍍
程
度
の
浸
食
平
坦
面
が
第
四
紀
中
期
（
丘
陵
の
原
地
形
が
形
成
さ
れ
た

数
十
万
年
前
頃
）
ま
で
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
残
さ
れ
た
一

部
の
花
崗
岩
の
高
ま
り
は
、
海
抜
高
度
八
〇
㍍
未
満
の
丘
陵
を
形
成
し

た
。
新
町
か
ら
宮
原
に
か
け
て
、
松
田
付
近
、
上
稗
田
か
ら
下
稗
田
に
か

け
て
、
長
川
か
ら
池
田
に
か
け
て
は
こ
の
よ
う
な
丘
陵
が
分
布
す
る
。

花
崗
岩
類
山
地
の
山
麓
部
で
は
、
土
石
流
扇
状
地
性
の
堆
積
物
が
分
布

し
、
阿
蘇
四
火
砕
流
堆
積
以
前
に
は
扇
状
地
を
開
析
す
る
下
刻
作
用
が
生

じ
て
、
中
位
段
丘
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中
位
段
丘
群
は
、
宮
原
・

菩
提
・
松
田
・
中
黒
田
周
辺
な
ど
に
分
布
す
る
。

約
九
万
年
前
に
阿
蘇
四
火
砕
流
は
御
所
ヶ
岳
な
ど
を
乗
り
越
え
て
勝
山

町
の
当
時
の
低
地
を
埋
め
尽
く
し
た
。
阿
蘇
四
火
砕
流
堆
積
物
は
現
在
も

大
久
保
か
ら
中
久
保
付
近
、
黒
田
付
近
、
長
川
や
池
田
な
ど
の
海
抜
高
度

三
〇
㍍
前
後
の
地
域
に
平
坦
面
を
形
成
す
る
こ
と
が
多
い
。
図
１
―
４
で

低
位
段
丘
と
し
た
地
形
の
大
部
分
は
阿
蘇
四
火
砕
流
堆
積
物
の
堆
積
面
で
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あ
り
、
最
終
氷
期
（
約
一
〜
七
万
年
前
）
の
河
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

低
位
段
丘
は
火
砕
流
堆
積
面
を
若
干
削
っ
た
場
所
に
部
分
的
に
分
布
す
る

程
度
で
あ
る
。
ま
た
矢
山
や
浦
河
内
の
谷
に
は
ご
く
小
規
模
な
低
位
段
丘

が
あ
る
が
、
こ
の
図
１
―
４
で
は
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
小
規
模
な
も
の
で

あ
る
。
低
位
段
丘
の
規
模
が
小
さ
い
の
は
、
こ
の
地
域
が
阿
蘇
四
火
砕
流

に
よ
っ
て
埋
没
平
坦
化
し
た
後
に
大
規
模
な
浸
食
作
用
を
生
じ
る
河
川
が

形
成
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

阿
蘇
四
火
砕
流
堆
積
物
は
未
固
結
で
き
わ
め
て
削
ら
れ
や
す
い
。
こ
の

た
め
長
峡
川
や
下
田
川
沿
岸
の
低
地
は
広
い
谷
が
形
成
さ
れ
て
、
河
川
が

自
由
に
氾
濫
で
き
る
沖
積
低
地
が
形
成
さ
れ
た
。
今
日
で
は
堤
防
な
ど
に

よ
っ
て
沖
積
低
地
の
河
川
の
流
路
は
固
定
さ
れ
、
水
田
地
帯
へ
と
変
貌
し

て
い
る
。

写
真
１
―
３
は
御
所
ヶ
岳
方
向
か
ら
平
尾
台
方
向
を
望
見
し
た
写
真
で

あ
る
。
写
真
中
央
付
近
の
丘
陵
や
貫
山
地
の
平
尾
台
の
一
部
が
石
灰
岩
の

採
掘
で
奇
妙
な
凹
地
を
形
成
し
た
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
写
真
１
―
４
の
写
真
は
仲
哀
ト
ン
ネ
ル
下
か
ら
勝
山
町
役
場
方
向
を

望
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
遠
方
に
は
蓑
島
や
周
防
灘
が
望
見
さ
れ
る
が
、

勝
山
町
域
に
は
細
長
く
延
び
た
森
林
で
表
さ
れ
る
丘
陵
や
阿
蘇
四
火
砕
流

の
堆
積
地
形
が
随
所
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

写真１―３ 御所ヶ岳方向から見た勝山町

図１―４ 地形分類図

写真１―４ 仲哀トンネル付近から勝山町役場方
向を見る
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第
三
節

気
候
と
気
候
景
観

一

気
候
の
特
徴

日
本
海
型
気
候

区
の
勝
山
町

北
部
九
州
の
瀬
戸
内
海
側
の
内
陸
部
に
位
置
す
る
勝

山
町
は
、
福
岡
管
区
気
象
台
（
一
九
九
〇
）
の
気
候

区
分
に
よ
れ
ば
、
九
州
地
方
の
日
本
海
型
気
候
区
に
相
当
す
る
と
さ
れ

る
。
瀬
戸
内
海
に
近
い
勝
山
町
が
日
本
海
型
気
候
区
に
区
分
さ
れ
て
い
る

の
は
少
し
意
外
に
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
九
州
北
部
沿
岸
の
伊
万
里
市
付

近
か
ら
福
岡
市
、
北
九
州
市
を
経
て
大
分
県
の
中
津
市
に
至
る
地
域
は
、

冬
型
の
気
圧
配
置
で
雲
が
立
ち
込
め
る
た
め
、
日
本
海
型
気
候
区
と
し
て

一
括
さ
れ
る
。
た
だ
し
本
州
地
域
の
日
本
海
型
の
気
候
区
と
異
な
り
、
年

間
を
通
し
て
梅
雨
期
の
降
水
量
が
非
常
に
多
い
点
が
特
異
な
点
で
あ
る
。

こ
の
気
候
区
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
年
平
均
気
温
が
一
五
〜
一
六
℃

で
あ
る
が
、
一
月
の
平
均
気
温
が
六
℃
以
下
で
九
州
沿
岸
部
で
は
他
の
気

候
区
よ
り
寒
い
こ
と
、
年
間
降
水
量
は
一
七
〇
〇
	
前
後
で
九
州
で
は
比

較
的
少
雨
で
あ
る
が
、
大
分
県
東
部
の
内
海
型
気
候
区
よ
り
は
多
雨
で
あ

る
こ
と
、
冬
に
曇
天
が
多
く
強
い
北
西
風
が
吹
く
こ
と
等
の
特
徴
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
勝
山
町
西
部
の
貫
山
地
や
福
智
山
地
は
瀬
戸
内
海
側

の
気
候
と
日
本
海
側
の
気
候
と
を
明
瞭
に
区
分
し
得
る
よ
う
な
地
形
的
な

気
候
境
界
を
な
す
ほ
ど
の
高
度
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

気
温
と
降
水
量
分
布
傾
向
か
ら
、
勝
山
町
付
近
の
年
間
平
均
気
温
は
一

五
℃
程
度
、
年
間
降
水
量
は
二
〇
〇
〇
	
程
度
に
な
る
も
の
と
判
断
さ
れ

る
。
冬
に
も
あ
る
程
度
の
降
水
量
が
認
め
ら
れ
る
が
、
西
部
の
山
地
域
を

除
け
ば
、
冬
型
の
気
圧
配
置
で
積
雪
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
瀬
戸
内
型
の
気
候
に
漸
移
す
る
場
所
と
し
て
の
特
徴
も
認
め
ら
れ

る
。ア

メ
ダ
ス
資
料
に
よ
る
勝

山
町
周
辺
の
気
候
の
特
徴

勝
山
町
の
気
候
に
つ
い
て
は
、
気
象
庁
の

ア
メ
ダ
ス
（A

M
eD
A
S
:

地
域
気
象
観
測

シ
ス
テ
ム
）
の
観
測
点
が
町
内
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
詳
細
は

明
瞭
で
は
な
い
が
、
隣
接
す
る
行
橋
市
福
富
に
位
置
す
る
ア
メ
ダ
ス
観
測

点
の
資
料
で
、
お
よ
そ
の
傾
向
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
行
橋
の
ア
メ
ダ

ス
観
測
デ
ー
タ
か
ら
一
九
八
三
年
か
ら
一
九
九
〇
年
を
見
る
と
、
日
最
低

気
温
が
〇
℃
未
満
と
な
る
「
冬
日
」
は
年
間
二
四
〜
六
四
日
、
年
間
最
低

気
温
は
氷
点
下
三
・
九
〜
氷
点
下
五
・
九
℃
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
期
間

の
日
最
高
気
温
が
三
〇
℃
以
上
と
な
る
「
夏
日
」
は
一
六
〜
六
〇
日
、
日

最
低
気
温
が
二
五
℃
以
上
と
な
る
「
熱
帯
夜
」
は
〇
〜
一
四
日
、
年
間
最

高
気
温
は
三
二
・
四
〜
三
四
・
七
℃
で
あ
っ
た
。
年
間
日
降
水
量
の
最
高

は
、
八
六
〜
二
一
〇
	
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
値
は
、
勝
山
町
周
辺
の
通

常
の
気
候
変
動
の
幅
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
か
ら
、
勝
山
町
で
は
「
冬
日
」
は
十
二
月
初
め
か
ら
三
月
下

旬
ま
で
に
出
現
し
、
北
部
九
州
と
し
て
は
比
較
的
厳
し
い
長
い
冬
を
持
つ

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
夏
日
」
は
六
〜
九
月
に
出
現
す
る
が
主
に
梅

第１編 自 然

14


